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副会長　小澤　大助

前期の前期の 活動活動ＰＴＡ

北東 大 会
国全 大 会

研 修 旅 行 ＰＴＡ 県北支部総会に参加して ６月15日（金）

7月6日（金）

　猛暑の中、PTA会長、副会長、先生方をはじめ、役員の方々9名の中に一般会員で参加させていただきまし
た。石巻専修大学の見学でしたが、担当の先生が各学部、各学科の違いもひとつひとつ丁寧に説明していただ
き、参考になりました。迫桜の卒業生の方も在学中で活躍していると伺いました。県北にも、素晴らしい大学がある
のだと改めて学ぶことができました。食事は、滝川という大正二十年創業の和食の店で、普段の生活では味わう
ことのできない、ゆったりとした時間を過ごすことができました。その後、語り部の方と道中を共にし、被災地の矢本、
石巻の門脇地区を案内していただきました。震災から７年たちますが、後片付けがほぼ終わり復興は始まったば
かりという印象でした。最後にサンファンバウティスタ号とサンファン館を見学しました。十年位前、母方のお祖母さ
んと見学に来て、船の中も見ることができました。今はもう中は開放していないし、二年後に解体との方針だそうで
す。とても残念な気持ちになりました。一日の研修でしたが、役員並びに先生方に感謝申し上げます。今後、生徒
中心に私は良きサポート役になれますよう努力することを誓いPTA研修レポートといたします。

　6月15日、登米市の中田生涯学習センターにおいて宮城県高等学校PTA連合会県北支部総会が開催され、
迫桜高校PTAからは正副会長に事務局を加えた4名が参加しました。
　昨年度までは登米市、栗原市の公立高校8校で組織されていた仙北支部に、本吉支部の5校の公立高校が
加わり計13校で新たに県北支部と名称を変更し活動がスタートしました。
　総会では7議案が上程され協議を経て全ての議案が可決承認されました。その後、佐沼高校PTAの氏家会
長を座長に研究協議が行われ、県高P連で取り組まれている健全育成委員会、進路対策委員会、調査広報委
員会での活動の報告発表が行われました。また、質疑応答では日頃PTA活動を通して感じている疑問や悩み
等の発言も参加者から出され、それに対して発表者や事務局の先生方からの意見やPTA運営のアドバイスが
やり取りされるなど終始和やかな雰囲気の中でPTAを楽しく活発に運営していく為の有意義な意見交換や情
報交換の場になりました。
　中でも私が最も印象に残った発言は、岩ケ崎高校の吉田校長先生の発言の中でPTA活動に消極的な保護
者が多くなったりマスコミやネット上でPTA不要論が囁かれる現在のPTAを取り巻く厳しい環境の中で活発な
PTA活動を展開する為のキーワードは「PTA活動をする、見る、支える、知る」ではないかという言葉でした。
　二度とない生徒達の高校生活がより良いものとなるように多くの保護者が力を合わせPTA活動に取り組む事
で生徒達の学校生活の良き応援団になれる事、そしてPTA活動に参加する事で私たち保護者も多くの事を学
び成長出来るという事を知ることができました。
　今後も様 な々PTA活動を通してより良い教育環境や学校運営の一助となれるよう取り組んで行く事の重要性
を考えさせられた有意義な総会でした。

　前日からの雨で夏にしては涼しいと感じた７月６日、「こころ豊かな
たくましい人づくり」～変化に対応し、未来を拓く力を～をテーマとし
て福島県産業交流館ビッグパレットふくしまへ１５２０名の方々が東北
６県より参加された郡山大会。詩人の和合亮一さんによる「決意」という誌で出迎えてくれました。震災で悔しい思いを
した事を忘れないよう残された人は命を大切にして生きるという事が伝わる詩でした。
　研究協議では、「社会の変化に対応し、未来を切り拓く子どもたちの力を育むＰＴＡ活動」をテーマに各県代表の
発表がありました。代表校５校は歴史も古くからある伝統校でした。私は本部役員として今年初めて参加するという事
で自分が果たして役に立てるのか正直な話、不安でした。秋田県の矢島高校ＰＴＡの話の中で誰でもできる最低限
のささやかな活動。楽しみながら、協力し合い、学び合う姿は、これからの地域を作る上でも大きな活力となるものと思
う。社会の急激な変化の中でも人との結び付きがいろいろな困難を乗り切る力となる事を大人の背中を通して子ども
達に伝えたい。その通りだと共感しました。
　あと、青森県立板柳高等学校のＰＴＡ会長の三戸さんは五女も育ててＰＴＡ活動を２７年間もしてきたというのは驚
きました。三戸さんはＰＴＡ活動は自身の活性化に繋がったと感じています。地区ばかりではなく多くの方 と々出会い、
常に刺激を受け自分自身の学びの場でもあるそうです。福島県立郡山商業高等学校のチアリーディング部による演
技は全国大会で４連覇しただけあって息がぴったりで見ごたえある演技でした。福島県立塙工業高等学校和太鼓
部は伝統芸能だけあって迫力ある演奏でした。講演ではあの有名なソウルオリンピック銅メダリストの山口香氏の話を
聞くことが出来て最高でした。最後に郡山市立高等学校合唱連盟、管弦楽団、総勢２５０名による演奏は素晴らしか
ったです。今回運良く大会に参加できた事に感謝して、今後のＰＴＡ活動に学んだ事を活かし取り組んでいきたいと
思います。

　台風が心配だった九州。第68回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会が佐賀
市内の他4つの市5会場で開催されました。「広めよう　高めよう　滋しむ心」
～君たちがつくる希望の明日を～このテーマは子どもたちが、学校・家庭・地
域・社会において滋しむ心を忘れず、私たちＰＴＡがその支えとなり希望の明
日をつくるための一歩を踏み出す大会にしたいと実行委員長さんの言葉が印象的でした。
　１日目の基調講演ではラジオＤＪのレモンさんこと山本シュウさんのトーク～滋しみの愛言葉！ we arerシンセキ！
～と題し、私たち親が具体的に明日からできそうな行動・本当のコミュニケーションの形・捉え方・練習の仕方など、
とても解りやすく夢中になって聞き入ってしまった７０分でした。特に共感笑えてしまったことは「昭和の愛しいチッ
プ」と言う言葉。昭和生まれあるあるの内容でした。①すぐ感情的になる②人の話を聴かない③絶対自分が正し
い④極端⑤上から目線⑥すぐダメ出しをする⑦すぐ悪者を作る⑧すぐ戦闘モード⑨相対評価（絶対評価）⑩男
尊女卑（自分らしく）この10個のこと皆さんの周りにも１人くらい居ませんか？子どもに注意をする前に自分自身を見
直し改める必要があると感じた講演でした。
　分科会で全国の代表のPTA活動・子どもたちとの関わりについて事例発表・研究協議しました。その後、佐賀
県出身のはなわの歌とトークの中、昼食をいただきました。
　２日目はバルセロナオリンピック柔道７１ｋｇ級金メダリスト古賀稔彦氏の記念講演がありました。暖かみのある心
を洗われる様な内容のトークでした。
　迫桜Tシャツを着て参加して沢山の学校から声をかけてもらい会話ができ充実した２日間でした。

常任・企画委員　芳賀　光章
PTA研修旅行に参加して

７月21日（土）

８月20日（月）・21日（火）

副会長　佐藤　みゆき
全国高Ｐ連佐賀大会に参加して

仙 北支 部 総 会

東北地区高Ｐ連郡山大会に参加して
常任委員 髙橋　紀子
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多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勉
強
す
る

た
め
に
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
辞
書

な
ど
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
が

あ
り
、
な
か
な
か
手
が
つ
か
な
い
。

し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

え
ば
、
動
画
を
見
た
り
、
検
索
を

し
た
り
す
る
こ
と
も
、「
手
軽
」
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
抵
抗
な
く
勉

強
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
「
学
習
」
に
対
し
て

良
い
影
響
を
与
え
る
物
だ
と
断
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ぜ
な

ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
「
手
軽

さ
」
は
勉
強
以
外
に
も
当
て
は
ま

る
か
ら
で
あ
る
。
私
が
小
学
生
の

頃
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
（
フ
ァ
ミ
コ
ン
）
と
い
う
家
庭

用
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
が
流
行

り
、
持
っ
て
い
る
友
達
の
う
ち
に

集
ま
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

小
学
校
で
は
ゲ
ー
ム
の
し
す
ぎ
に

注
意
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
、
1
日

1
時
間
等
の
制
限
を
か
け
る
家
庭

が
多
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。家
に
は
常
に
大
人
が
い
て
、テ

レ
ビ
と
ゲ
ー
ム
機
の
配
線
を
し
て

こ
っ
そ
り
と
遊
ぶ
わ
け
に
も
い
か

な
い
。
そ
れ
が
今
だ
と
ど
う
だ
ろ

う
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
れ

ば
ど
こ
で
で
も
「
手
軽
に
」
ゲ
ー

ム
が
で
き
て
し
ま
う
。
ゲ
ー
ム
以

外
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
し
た
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
動
画
を
見
た
り
す

る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
本
校
生

徒
の
1
日
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
時
間
は
3
時
間
以
上
が
45
％
、

4
時
間
以
上
が
26
％
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の「
手

軽
さ
」
に
よ
っ
て
、
娯
楽
に
時
間

を
割
い
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
十
分
な

学
習
時
間
（
目
標
は
平
日
90
分
）

が
確
保
で
き
な
い
の
も
当
然
で
あ

る
。「
手
軽
に
」
楽
な
方
に
流
れ
て

い
か
な
い
よ
う
、
自
分
が
や
る
べ

き
こ
と
を
き
ち
ん
と
見
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、LIN

E

な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
い
る
生
徒
の
様
子
を

み
る
と
、
常
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

着
信
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
返
信
す
る
。

そ
の
と
き
の
生
徒
の
指
先
の
早
さ

は
私
か
ら
す
れ
ば
異
常
な
早
さ
で

あ
る
。
あ
る
意
味
、
す
ご
い
集
中

力
だ
と
思
う
が
、
い
つ
着
信
が
あ

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
そ
の
他

の
こ
と
に
支
障
が
出
な
い
は
ず
が

な
い
。
当
然
、「
学
習
」
に
対
し

て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
意
識
が

向
い
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
集

中
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
ず
、

効
果
的
な
勉
強
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

学
習
以
外
に
も
当
て
は

ま
る
。
食
事
中
に
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
放

さ
ず
、
布
団
の
中
で
も

ゲ
ー
ム
に
夢
中
で
、
外

出
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
電
池
切
れ
で
落
ち

着
か
な
く
な
る
様
子
で

は
生
活
習
慣
そ
の
も
の

に
悪
い
影
響
が
出
て
く

る
の
も
当
然
で
あ
る
。
生
活
習
慣

が
崩
れ
れ
ば
学
習
習
慣
の
確
立
も

で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
学
習
に
対
す
る
悪
影
響
は

量
と
質
の
両
面
に
あ
る
、
悪
い
部

分
ば
か
り
取
り
上
げ
た
が
、
残
念

な
が
ら
学
習
に
関
し
て
は
こ
れ
が

現
実
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
な

く
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。

最
終
的
に
は
使
用
者
の
意
識
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
迫
桜
生
や
こ
れ
か
ら
の
子
供

た
ち
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
合

わ
せ
た
生
活
を
送
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
生
活
が
充
実
す
る
一
助
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
。

教
養
部
長
　
熊
　
谷
　
洋
　
一

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
何
の
た
め
に
使
う
の
か
？
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保
護
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
本
校
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
で
す
。

加
え
て
本
校
校
舎
に
は
熱
の
こ
も
り
や
す
い
箇
所
が

多
く
、
保
健
室
を
中
心
に
教
室
の
室
温
調
査
、
生
徒

の
健
康
観
察
等
に
注
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
７
月
13
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
球
技
大

会
は
、
前
日
の
雨
の
影
響
か
ら
ア
リ
ー
ナ
で
の
開
催

と
な
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
の
各
競

技
に
全
校
生
徒
が
取
り
組
み
、
大
き
な
事
故
も
な
く

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技
会
場
が
一
カ
所

に
集
中
で
き
た
こ
と
か
ら
、
各
ク
ラ
ス
・
年
次
と
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
競
技
内
容
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
上
が
る
に
つ
れ
て
白
熱
し
、
全
校
が
一
体
と
な
っ

た
応
援
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
達
の
態
度
も
好
ま

し
く
、
心
配
さ
れ
た
暑
さ
も
休
憩
を
各
自
が
挟
ん
だ

た
め
か
倒
れ
る
者
も
お
ら
ず
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
迫
桜
生
は
行
事
に
燃
え
る
。」
と
言
わ
れ
る
一
方

で
、「
盛
り
上
が
る
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒
と
の
違

い
が
大
き
い
。」「
皆
で
参
加
し
、
皆
で
楽
し
め
る
行

事
を
作
り
た
い
。」
と
い
う
声
も
生
徒
達
か
ら
聞
か

れ
ま
す
。
今
回
の
球
技
大
会
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
は
、
運
営
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
全
生

徒
が
参
加
し
、
声
援
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
場
が
生

ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
学
校
の
一
員
と
し
て
行
事
に

参
加
し
、
楽
し
み
、
貢
献
し
た
い
、
と
生
徒
の
多
く

が
望
ん
で
い
る
こ
と
、
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
日
本
の
豪
雨
災
害
へ
の
支
援
に
関
し
本

校
生
徒
会
は
、７
月
18
日
（
火
）に
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

若
柳
店
で
募
金
活
動
を
、
19
日
（
木
）・
20
日
（
金
）

に
は
各
ク
ラ
ス
代
議
員
に
よ
る
校
内
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
４
万
円
を
超
す
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た

こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
皆
様
方
に
ご
報
告

し
、
ご
協
力
へ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
募
金
は

河
北
新
報
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
素
朴
な

気
持
ち
を
行
動
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
は
私
た
ち
大

人
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
募
金
活
動
を
実

施
し
た
こ
と
は
本
校
生
徒
に
と
っ
て
、
大
変
意
義
深

い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
心
と
な
っ
た
生
徒

会
執
行
委
員
、
代
議
員
の
諸
君
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
必
要
な

考
え
方
、
経
験
を
、
高
校
時
代
に
で
き
る
だ
け
多
く

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
え
て
い
き
た
い
と

思
う
次
第
で
す
。

　

今
年
度
、「
み
や
ぎ
環
境
税
」

を
活
用
し
た
、
迫
桜
高
校
エ
コ

フ
ァ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
農

場
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
に
よ
っ
て
、
発

電
さ
れ
た
電
気
は
蓄
電
池
に
送

ら
れ
た
の
ち
、
植
物
工
場
へ
と

送
ら
れ
、
エ
ア
コ
ン
を
用
い
て

一
定
の
温
度
と
水
耕
栽
培
に
よ

り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

閉
鎖
的
な
環
境
で
植
物
を
栽
培

す
る
こ
と
か
ら
、
農
薬
を
使
用

し
な
い
安
全
な
作
物
を
栽
培
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
系
列

を
中
心
に
レ
タ
ス
の
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

校
　
長
　
牛
　
来
　
生
　
人

「
迫
桜　

第
35
号
」
に
寄
せ
て
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気軽に
参加してみませんか？

未来に向かって

委員長　鈴　木　亜　矢

委員長　菅　原　由　美

　

企
画
委
員
会
で
は
、
会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
事
業
を
目
指
し

て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
研
修
旅
行
」
は
、進
路
委
員
会
と
合
同
で
企
画
し
ま
し
た
。
石

巻
専
修
大
学
の
見
学
で
は
、
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
驚
き
な
が
ら
３

学
部
・
７
学
科
の
内
容
や
学
生
達
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
迫
桜
高
校
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る

様
子
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
被
災

地
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
は
、
大
曲
浜
か
ら
門
脇
・
南
浜
地
区

を
巡
り
な
が
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
が

る
更
地
や
今
な
お
残
る
多
く
の
瓦
礫
や
当
時
の
映
像
に
改
め
て
心

が
痛
み
ま
し
た
。

　
「
迫
桜
祭
の
バ
ザ
ー
」
で
は
、会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

バ
ザ
ー
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
収
益
金
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
在
校

生
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
は
、十
月
の
年
次
Ｐ
Ｔ
Ａ
開
催
時
に
「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
子
供
達
の
進
路
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
重
荷
に
考
え
ず
に
、
ち
ょ
っ
と
子
供
達
の
活

動
の
様
子
を
見
に
行
く
と
い
っ
た
気
軽
な
気
持
ち
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
ど
ん
ど
ん
と
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

進
路
委
員
会
で
は
、   

「
保
護
者
も
一
緒
に
進
路
の
勉
強
を
し
よ

う
。」
を
活
動
方
針
に
し
て
、一
年
間
活
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

保
護
者
も
子
供
に
寄
り
添
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
、
彼
ら
の
励
み
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、進
路
委
員
会
で
は
毎
年
、企
画
委
員
会
と
合
同
で
会
員
研

修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
七
月
二
十
一
日
に
石
巻

市
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
石
巻
専
修
大
学
を
訪
ね
、
そ

の
後
被
災
地
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
（
宮
城
県
慶
長
使
節
般
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）
を
訪
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
体
験

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
十
月
二
十
一
日
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
御
多
用
の
事
と
は
思
い
ま
す
が
、
是
非

参
加
し
て
頂
き
、
親
子
共
に
有
効
な
時
間
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、子
供
た
ち
に
は
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
ま
す
。で
す

が
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
、
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

ん
な
時
に
い
つ
で
も
頼
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
保
護
者

で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

ど
う
ぞ
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

委
員

佐
藤　

忠
美
（
一
の
一
）　

佐
々
木　

玲
（
一
の
一
）

菊
池　
　

恵
（
一
の
三
）

菅
原　

敏
宏
（
一
の
三
）

大
野　

美
枝
（
二
の
三
）

髙
橋　

雅
美
（
二
の
三
）

相
馬
真
由
美
（
二
の
四
）

後
藤
智
恵
子
（
三
の
二
）

石
川　
　

勝
（
学　

校
）

委
員

尾
形
美
津
恵
（
一
の
二
）

髙
橋　
　

恵
（
一
の
二
）

髙
橋　

昌
美
（
一
の
二
）

千
田　

義
高
（
二
の
二
）

川
田
清
太
郎
（
二
の
三
）

三
浦　

智
恵
（
二
の
五
）

三
浦　
　

健
（
三
の
二
）

佐
藤
和
奈
恵
（
三
の
三
）

佐
々
木
達
幸
（
学　

校
）

渡
辺　

武
浩
（
学　

校
）

千
葉　
　

亮
（
学　

校
）
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協力と連携

情報の共有を

委員長　千　葉　伸　明

委員長　小野寺　正　隆

　

健
全
育
成
委
員
会
で
は
「
生
徒
の
健
全
な
育
成
を
図
る
」
を
活

動
方
針
の
も
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
七
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
季

休
業
前
、
学
警
連
市
内
合
同
巡
回
を
、
本
校
教
職
員
並
び
に
、
若

柳
警
察
署
と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
は
十
月
二
日
の
正
門
前
で
の
あ
い
さ
つ
運

動
、十
二
月
二
十
一
日
の
冬
季
休
業
前
学
警
連
市
内
合
同
巡
回
、一

月
二
十
一
日
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

健
全
育
成
委
員
会
の
活
動
は
、
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
教

職
員
や
警
察
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が
、
多
く
の
皆
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
広
く
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
」
を
活
動
方
針

と
し
て
、
広
報
委
員
会
で
は
、
一
年
間
活
動
し
て
行
く
事
に
し
ま

し
た
。

　

号
外
を
含
め
、
35
号
・
36
号
の
発
行
に
む
け
、
広
報
委
員
全
員

で
広
報
誌
の
内
容
を
精
査
し
、
今
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
必
要
な

情
報
や
子
ど
も
た
ち
と
の
情
報
の
共
有
、
話
題
の
共
有
等
に
活
か

し
て
い
た
だ
け
る
様
な
広
報
誌
に
す
る
べ
く
議
論
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
や
、O

B

、O
G

、
地
域
の
皆
様
、

先
生
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
広
報
「
迫
桜
」
を
発
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
広
報
誌
と
な
り
ま
す
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

委
員

伊
藤
あ
け
み
（
一
の
三
）

鈴
木　

憲
子
（
一
の
四
）

千
葉　

清
香
（
二
の
一
）

三
浦　

文
恵
（
二
の
一
）

大
山　

広
美
（
二
の
一
）

小
野
寺
孝
司
（
二
の
二
）

鈴
木　

弥
生
（
二
の
三
）

佐
藤　

千
代
（
二
の
四
）

鶴
岡　

美
貴
（
三
の
一
）

佐
々
木
洋
子
（
三
の
一
）

佐
藤
み
ゆ
き
（
三
の
四
）

佐
藤
久
美
子
（
三
の
四
）

菊
地　

美
穂
（
三
の
五
）

髙
橋　
　

朋
（
学　

校
）

斎
藤　

陽
介
（
学　

校
）

委
員

小
野
寺
み
ゆ
き
（
一
の
一
）

佐
藤　

和
哉
（
一
の
五
）	

川
村　

光
宏
（
一
の
五
）

佐
藤　

和
也
（
二
の
一
）

小
澤　

大
助
（
二
の
一
・
二
の
五
）

鈴
木
和
香
子
（
二
の
二
）	

菅
原　

洋
一
（
二
の
三
）

佐
藤
稲
津
枝
（
二
の
四
）

鈴
木　

育
恵
（
二
の
五
）

髙
橋　

紀
子
（
三
の
三
）

西
城　

久
美
（
三
の
四
）

阿
部
ま
ゆ
み
（
三
の
五
）	

早
坂　

栄
一
（
学　

校
）



HAKUOU前期
の歩みスクールライフスクールライフスクールライフ

球技大会

職場体験

入  学  式

選挙講話

生徒総会

みやぎポリスドコモネット教
室

バイク実技講習会

郷土料理講習会

総　体

清き一票を!!

安全運転に努めましょう。

なにができるのかな?

よし!! いくぞー!!

ハイタッチ!!

どんな作戦で行こうかな…

期待を胸に

みやぎポリスドコモネット教
室

郷土料理講習会

球技大会

職場体験

入  学  式

選挙講話

生徒総会

バイク実技講習会

総　体

（8）平成30年９月28日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報



HAKUOU前期
の歩みスクールライフスクールライフスクールライフ

球技大会

職場体験

入  学  式

選挙講話

生徒総会

みやぎポリスドコモネット教
室

バイク実技講習会

郷土料理講習会

総　体

清き一票を!!

安全運転に努めましょう。

なにができるのかな?

よし!! いくぞー!!

ハイタッチ!!

どんな作戦で行こうかな…

期待を胸に

みやぎポリスドコモネット教
室

郷土料理講習会

球技大会

職場体験

入  学  式

選挙講話

生徒総会

バイク実技講習会

総　体

（9） 平成30年９月28日発行宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報



特特集集

（10）平成30年９月28日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

～迫桜高校ではこんなことを学んでいます～

　自動車を中心とした機械技術や土木・測量の技術
を習得するとともに、身につけた技術を生かした進
路実現を目指す。

　水稲・草花・野菜を中心に農業につ
いて生産から販売まで総合的に学習し、
農業関連の進路を目指します。

測量　土木実習　建築構造　土木施工　自動車工学
機械設計　自動車実習　機械製図

農業と環境　草花　野菜　農業機械
植物バイオテクノロジー　食品化学　食品製造　生物活用

測量士補　危険物取扱者　２級土木施工管理技術検定
アーク溶接特別教育　ガス溶接技能講習

アーク溶接特別教育　ガス溶接技能講習
毒劇物取扱責任者

東北職業能力開発大学校との高大連携授業
EE東北・トヨタ東日本工場見学等

くりこま高原駅花壇植栽　若柳金成インター花壇植栽
市内各所プランター設置　若柳小学校芋掘り体験

エンジニアリング

アグリビジネス

主な授業内容

主な授業内容

取得できる資格

取得できる資格

各種取り組み

各種取り組み



（11） 平成30年９月28日発行宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　福祉関係の知識と技能を習得し産業界での
活躍を目指します。福祉に関する科目を多く
選択します。

　コンピュータに関する知識と技能を習得し、
情報関連の進路実現を目指します。

　国公私立の文科系大学の進学を目指します。国語・地理・英語などを多く選択します。

　国公私立の理科系大学の進学を目指します。理科・数学などの科目を多く選択します。

社会福祉基礎・介護福祉基礎・こころとからだの理解
生活支援技術・介護総合演習・介護実習

簿記　財務会計　原価計算　プログラミング
マーケティング　ビジネス実務　総合実践

介護福祉士国家試験受験資格　介護職員初任者研修
赤十字救急法救急員　赤十字ベーシックライフサポーター

全商簿記実務検定　全商情報処理検定　
全商ビジネス文書実務検定　全商珠算・電卓実務検定

東北地区高校生介護技術コンテスト　わかやなぎ福祉のつどい　みやぎ産業教育フェアへの参加

迫桜カフェ　ICT教育出前授業

人 文 国 際

自 然 科 学

福 祉 教 養

情 報 科 学

主な授業内容

主な授業内容

取得できる資格

取得できる資格

各種取り組み

各種取り組み
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◇
弓
道
部
◇

男
子　

第
三
位

女
子　

第
三
位

（
男
女
共
Ａ
チ
ー
ム
）

女
子
個
人

第
四
位　

鈴
木
優
貴
乃

◇
剣
道
部
◇

男
子
団
体　

予
選
リ
ー
グ
敗
退　
　

女
子
団
体　

準
優
勝

　
　
　
（
迫
桜
・
岩
ヶ
崎
合
同
）

男
子
個
人
ベ
ス
ト
８　

伊
藤
翔
汰

女
子
個
人
ベ
ス
ト
８　

宮
東
春
菜

◇
ホ
ッ
ケ
ー
部
◇

　

第
二
位

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
◇

　

第
二
位

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
◇

　

男
子　

優
勝

　

女
子　

優
勝

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
◇

　

男
子　

第
六
位

　

女
子　

第
四
位

◇
サ
ッ
カ
ー
部
◇

　

第
三
位

◇
野
球
部
◇

　

一
回
戦
敗
退

◇
陸
上
部
◇

男
子

一
五
〇
〇
Ｍ

　

第
七
位　

奈
須
野
紘
季

五
〇
〇
〇
Ｍ

　

第
七
位　

奈
須
野
紘
季

　

第
十
五
位
奈
須
野
瑞
希

三
〇
〇
〇
Ｍ
Ｓ
Ｃ

　

第
九
位　

奈
須
野
紘
季

　

第
十
一
位
奈
須
野
瑞
希

走
幅
跳

　

第
七
位　

菅
原　

拓
斗

三
段
跳

　

第
五
位　

菅
原　

拓
斗

や
り
投
げ

　

第
五
位　

佐
々
木　

歩

　

第
六
位　

鈴
木　
　

光

女
子

一
五
〇
〇
Ｍ

　

第
六
位　

村
上　
　

凜

三
〇
〇
〇
Ｍ

　

第
五
位　

村
上　
　

凜

　

第
十
位　

佐
々
木
千
夏

一
〇
〇
Ｍ
Ｈ

　

第
二
位　

菅
原　

千
紘

四
〇
〇
Ｍ
Ｈ

　

第
三
位　

高
橋　

冴
佳

走
高
跳

　

第
三
位　

佐
藤　

真
恋

◇
柔
道
部
◇

男
子
団
体

　

第
二
位

男
子
個
人

【
軽
量
級
】

　

第
一
位　

佐
々
木
陸
十

　

第
二
位　

菊
地　

直
人

　

第
三
位　

千
葉　

瑛
斗

【
中
量
級
】

　

第
二
位　

尾
形　

智
希

　

第
三
位　

長
谷
川
蔵
人

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
◇

男
子
団
体　

第
三
位（
Ａ
チ
ー
ム
）

男
子
個
人
（
県
大
会
出
場
）

　

千
葉
諒
汰
・
宝
来
優
輝
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
位
）

　

高
山
琉
貴
・
加
藤
大
和
ペ
ア

女
子
団
体　

一
回
戦
敗
退

女
子
個
人
（
県
大
会
出
場
）

　

阿
部
恵
・
阿
部
幸
奈
ペ
ア

　

千
葉
古
都
里
・
加
藤
綾
香
ペ
ア

　

菅
原
朱
里
・
髙
橋
詩
桜
ペ
ア

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
◇

　

男
子
学
校
対
抗

　
　
　
　
　
　

一
回
戦
敗
退

　

女
子
学
校
対
抗　

準
優
勝

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

第
三
位　

千
葉　

花
生

　
　
　
　
　
　

三
浦　

美
月　

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

第
三
位　

千
葉　

花
生

◇
卓
球
部
◇

男
子
学
校
対
抗　

優
勝

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

第
一
位　

佐
々
木
雄
大

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

永
遠

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

第
一
位　

佐
々
木
雄
大

　
　

第
二
位　

佐
藤　

永
遠　

女
子
学
校
対
抗　

優
勝

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

第
一
位　

佐
藤　

和
花

　
　
　
　
　
　

千
田
紗
璃
亜

　
　

第
二
位　

小
野
寺
優
月

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

志
帆

　
　

第
三
位　

岩
松　

穂
香

　
　
　
　
　
　

小
野
寺
愛
美

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

第
一
位　

佐
藤　

和
花

　
　

第
二
位　

千
田
紗
璃
亜

　
　

第
三
位　

岩
松　

穂
香

　
　
　
　
　
　

小
野
寺
優
月

支
部
総
合
体
育
大
会
結
果
報
告
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おめでとう!!
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六
月
二
十
三
日(

土)

～

二
十
四
日
（
日
）、
ド
リ
ー
ム
・

パ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

【
写
真
部
】

金
賞
・
生
徒
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　

太
田　

彩
花

銀
賞　
　
　
　

山
崎　

永
愛

銅
賞　
　
　
　

千
田　

樹
璃

銅
賞　
　
　
　

小
野
寺
朱
梨

銅
賞　
　
　
　

山
崎　

愛
花

【
書
道
部
】

最
優
秀
賞　
　

小
野
寺
柊
佳

優
秀
賞
・
生
徒
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

亜
海

優
良
賞　
　
　

曽
根　

麻
由

生
徒
推
薦
賞　

佐
藤　

朱
莉

【
美
術
部
】

優
秀
賞
・
会
員
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　

曽
根　

璃
奈

優
秀
賞
・
会
員
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
美
維

会
員
推
薦
賞　

佐
藤　

知
菜　

【
陸
上
部
】

　

男
子
走
り
幅
跳
び　

第
６
位　

菅
原　

拓
斗

　

男
子
三
段
跳
び　
　

第
５
位　

菅
原　

拓
斗

　

男
子
や
り
投
げ　
　

第
１
位　

佐
々
木　

歩

【
水
泳
部
】

　

男
子
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　

第
１
位　

佐
々
木　

侑
汰

　

男
子
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　

第
４
位　

佐
々
木　

侑
汰

【
卓
球
部
】

　

女
子
学
校
対
抗　
　

第
３
位

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

ベ
ス
ト
16　

佐
藤
和
花　

東
北
大
会
へ

【
ホ
ッ
ケ
ー
部
　
女
子
】

　

第
２
位

第
二
十
五
回
宮
城
県
高
文
連

　
　
栗
原
・
登
米
支
部
総
合
文
化
祭

宮城県高等学校総合体育大会の結果、
陸上部、卓球部、ホッケー部、水泳部
が東北大会出場を決めました。
応援ありがとうございました。



　

東
北
大
会
で
は
、２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
２
位
を
取
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、地
方
大
会
と
は
違
い
独
特
な
雰
囲
気
が
あ
り
、と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
レ
ー
ス
の
結
果
は
、あ
ま
り
良
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
こ
と
を
経
験
で
き

た
の
で
と
て
も
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
こ
と
が
無
駄
で
は
な
か
っ

た
と
レ
ー
ス
後
に
思
い
ま
し
た
。進
学
後
は
水
泳
は
や
り
ま
せ
ん
が
経
験
し

て
得
た
こ
と
を
他
の
時
で
も
大
事
に
し
た
い
で
す
。

　

私
は
８
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
４
日
間
、宮
城
県
代
表
の一
人
と
し
て
信

州
総
文
祭
の
写
真
部
門
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。普
段
中
々
行
く
機
会
の
な

い
長
野
県
で
、素
敵
な
人
た
ち
と
沢
山
出
会
い
、豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
、様

々
な
こ
と
を
学
び
吸
収
で
き
た
と
て
も
貴
重
で
充
実
し
た
４
日
間
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
信
州
総
文
祭
の
開
催
に
あ
た
り
会
場
設
営
を
し
て
く
れ
た
長

野
県
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。私
は
こ
れ
か
ら

も
き
っ
と
ず
っ
と
写
真
が
大
好
き
で
す
。今
は
ま
だ
知
ら
な
い
新
し
い
景
と
ま

た
出
会
っ
た
時
、写
真
と
い
う
形
で
そ
の
時
思
っ
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
た
く

さ
ん
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

た
の
で
と
て
も
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

たたたたた
の
た
のののの
でででで
と
で
とととと
て
と
てててて
もももも
有
も
有有有有
意
有
意意意意
義
意
義義義義
な
義
なななな
大大大大大
会会会会会
でででで
しししし
たたたた
。

会
で
し
た
。

会会会
でででで
し
で
しししし
たたたたた
。。。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
一
生

ままままま
たたたたた
イイイイイ
ンンンン
タ
ン
タタタタ
ーーーーー
ハハハハハ
イイイイ
ま
イ
まままま
で
ま
でででで
一一
生生生
懸
命
や
っ
て

生生生生生
懸懸懸懸懸
命命命命
や
命
やややや
っ
や
っっっ
てててて

た
と
レ
ー
ス
後
に
思
い
ま
し
た

たたたたた
と
た
とととと
レレレレレ
ーーーーー
スススス
後
ス
後後後後
に
後
にににに
思
に
思思思思
いいいいい
ままままま
しししし
た
し
たたたた
。進
学
後
は

たたた
。
た
。。進進進進
学
進
学学学学
後
学
後後後後
は
後
ははははは

て
得
た
こ
と
を
他
の
時
で
も
大

てててて
得得得得得
たたたたた
こここここ
とととと
ををををを
他他他他他
ののののの
時時時時時
でででで
ももももも
大大大大大
事
に
し
た
い

大大大
事事事事事
にににに
ししししし
たたたたた
いいいいい

祝 全国大会出場!!
水
泳
部

バ
タ
フ
ラ
イ
２
０
０
ｍ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

３
年
３
組　

佐
々
木　

侑
汰
さ
ん

写
真
部　

全
国
総
合
文
化
祭

　
　

３
年
３
組　

石
川　

舞
雪
さ
ん

祝
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迫
桜
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
は
昨
年
、

自
治
会
行
事
に
参
加
を
い
た
だ
き
敬
老
祝
賀

会
に
花
を
添
え
て
頂
い
た
事
を
深
く
感
謝
し

ま
す
。
拍
手
喝
采
の
大
好
評
で
し
て
今
年
も

ま
た
参
加
頂
け
る
よ
う
事
を
す
す
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
こ
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

音
楽
だ
け
が
世
界
語
で
あ
り
翻
訳
さ
れ
る
必

要
が
な
い
（
バ
ッ
ハ
）

　

去
年
の
敬
老
会
行
事
が
迫
桜
高
校
と
地
域

と
の
初
の
連
携
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
学
校
の
諸
行

事
を
通
じ
て
学
校
と
地
域
は
充
分
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
。
職
場
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
図
書
館
・
食
堂
の

一
般
開
放
、
迫
桜
祭
、
広
報
誌
を
通
じ
て
の

つ
な
が
り
で
す
。

　

な
か
で
も
花
を
介
し
て
の
つ
な
が
り
は
迫

桜
高
校
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
で
美
し
い
行

事
だ
と
思
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
花
壇
を
季

節
の
花
で
飾
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
し
ま
す
。
花
を
介
し
て
の
繋
が

り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
に
は
何
か
な
い
だ

ろ
う
か
、
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

見
る
も
よ
し
見
ざ
る
も
よ
し
さ
れ
ど
我
は
咲

く
な
り
（
武
者
小
路
実
篤
）　

　

学
校
と
地
域
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
学
校
・
地
域
連
携
が
学
生
の
豊
か
な
成
長
を

支
え
る
も
っ
と
も
有
力
な
教
育
活
動
で
あ
り

最
も
効
果
的
な
地
域
づ
く
り
の
手
法
で
地
域

の
住
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
地
域
を
支
え
る
住
民
に
社
会
参

加
を
促
し
住
民
同
士
を
結
び
つ
け
一
人
ひ
と

り
の
住
民
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に

地
域
社
会
に
社
会
関
係
資
本
を
生
み
出
し
、

そ
れ
を
も
と
に
未
来
の
地
域
社
会
を
創
っ
て

い
く
活
動
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。」と
論
じ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
、「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
で
す
。

　
「
隗
よ
り
始
め
よ
」の
故
事
に
倣
い
地
域
の

私
達
が
学
校
・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
少
人
数
で
も
学
校
行
事
に
参
加
を
し
迫

桜
高
校
を
も
っ
と
知
り
、
相
互
の
理
解
を
深

め
て
い
け
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
か
ら
16
年
前
、
迫
桜
高
校
さ
ん
の
近
く

で
始
め
た
全
28
室
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
は
、
多

く
の
お
客
様
、従
業
員
ス
タ
ッ
フ
、地
域
の
企

業
様
が
た
に
支
え
愛
さ
れ
な
が
ら
育
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
営
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
16
年
間
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
と

別
れ
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
お
客
様
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
、
家
族

と
の
出
会
い
と
別
れ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
旅
館
と
い
う
特
殊
な
環
境
で
生
ま

れ
育
ち
、宿
と
い
う
も
の
の
役
割
、大
変
さ
を

幼
い
こ
ろ
か
ら
親
の
背
中
を
通
し
て
感
じ
て

き
ま
し
た
。
普
通
の
家
庭
に
憧
れ
、
普
通
と

い
う
も
の
を
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
が
、
人
と
は
違
う
道
を
歩
み
な
が
ら
感

じ
た
こ
と
は
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
い

し
、
生
き
方
に
正
解
は
な
く
、
自
分
の
人
生

は
自
分
自
身
で
切
り
開
い
て
行
く
も
の
だ
と
。

誰
一
人
と
し
て
同
じ
道
、
平
坦
な
道
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
喜
び
や
悲
し
み
苦
し
み
を
経

験
し
な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
だ

と
・
・
・
。
そ
し
て
人
生
に
お
い
て
起
き
た

こ
と
全
て
は
自
分
の
学
び
で
あ
っ
て
、
何
一

つ
無
駄
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
今
に
な
っ
て

気
が
付
き
ま
し
た
。
私
は
未
熟
な
故
に
多
く

の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
一
方

で
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
使
命
は
、
私
が
先
祖
や
地
域
や
家
族

か
ら
授
か
っ
た
全
て
の
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
こ
の
地
域
に
ま
た
来
た
い
な
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
宿
を
経
営
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
お
客
様
も
従
業
員
も
幸
せ
に
な
れ
る

宿
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。

　

近
い
将
来
、
迫
桜
高
校
の
生
徒
さ
ん
も
こ

の
地
域
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、社
会
で
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、成

長
し
て
い
く
は
ず
で
す
。
成
長
し
た
皆
さ
ん

が
、
こ
の
地
域
に
戻
っ
て
く
る
際
、
私
た
ち

は
、
良
き
宿
で
あ
り
続
け
、
良
き
故
郷
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
私
の

宿
命
で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
事
業
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
役
目
だ
と
思
い
ま

す
。
将
来
を
担
う
皆
様
方
が
、
多
く
の
経
験

を
通
し
て
成
長
し
、
社
会
に
お
い
て
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

宿
命
と
し
て
の
宿
経
営

音
楽
と
花
で
地
域
と
つ
な
が
る

代
表
取
締
役　

阿　

部　
　
　

功

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
ア
ベ

新
山
区
長　

鎌　

田　

俊　

雅



PTAからのおしらせPTAからのおしらせ

定
予
の
期
後

定
予
の
期
後

平
成
三
十
年
度

10月21日（日）に行います。
ぜひ、ご参加ください。10月21日（日）
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迫桜祭　ＰＴＡバザー

◆編集・発行／迫桜高等学校PTA広報委員会

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
迫
桜
」
35
号
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
35
号
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
多

用
の
と
こ
ろ
原
稿
執
筆
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

今
回
は
近
年
問
題
に
な
っ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
学
習
と
の
関
係
性
や
、

本
校
の
系
列
別
の
紹
介
・
生
徒
の
活
躍
の

様
子
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真

を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
は
行
事
の
写
真
は

も
と
よ
り
、
授
業
風
景
や
日
常
の
何
気
な

い
一
コ
マ
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
作

成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
広
く
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
誌
を
」
を
合
言
葉
に
、
会
員
の

皆
様
に
迫
桜
の
旬
を
お
届
け
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
会
報
発
行
に
ご
理
解

と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
一
同

　今年も大盛況に終わる事ができました。たくさんのご協力
ありがとうございました。
　会員の皆様からの多くの出品をいただき４９，４８０円の
収益となりました。
　また当日、西日本豪雨災害募金として募金箱を設置し２，
５２２円の募金をお預かりしました。
　バザー収益金については、学校備品の購入に使わせていた
だきます。募金はバザー収益金の一部とあわせて全国高等学
校 PTA 連合会を通して西日本豪雨災害被災地各県の高等学

校教育支援の義援金とし
て寄付させて頂きます。
　　　（PTA　事務局）

編集後記


